
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

「客観性・公平性・公正性の観点から、引き続き会社の責任において 
選挙の運用を行うことが妥当」との回答を繰り返す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申１６号 

２月１６日 

交渉開催！ 

 
 

  
 
 

職場の社員を募って選挙運営をした方が、中立で公平性が保たれる！ 
 

 

 

過去の様々な不正からも、会社主導の運営では「公平・公正な選挙」
とはならない！健康で働きがいの持てる職場環境を実現させるため、
労働者の目線からチェック機能を果たせる過半数代表を選出しよう！ 

【主な議論】 
組合：事務局の認識は？ 
会社：事務局は否定しないが、会社として責任を持って選挙を公平・公正に行っていく。 
組合：選挙を行う際のルールは本社で作成しているのか？ 
会社：大枠は本社、細かい部分は支社でアレンジしている。 
組合：３月１日の転勤者は、新たな職場で投票させるべきだ！ 
会社：昨年度までは職場ごとに投票開始日が違い、転勤日によっては新たな職場では

投票できない社員も居たが、投票開始日を統一し必ず投票できるよう改善を 
図った。 

組合：事業場ごとで行う選挙の中、箇所長の判断は重要であり、現場で話し合う  
べきだ！ 

会社：大枠は全社。特情もあるので箇所長の裁量での判断もある。 
全て支社主導ではない。 

組合：管理職が「〇〇が立候補するから早く立候補しろ」と促す行為はどうなのか？ 
会社：把握はしていないが、一般的に考えてもこれは促しではない。 
組合：選挙期間に不正等があった場合は、どう対応するのか？ 
会社：疑義が生じれば昨年のようにやり直しもある。今回は全ての職場にまわり公平・

公正に行うよう伝えていく。 
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